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【目的】5-アミノレブリン酸（ALA）は投与後にがん細胞内でプロトポルフ

ィリン（PpIX）に変換されことで、光感受性物質として活性化される。この ALA

を用いるがん光線力学的療法では、照射する光線の波長を変えることで、がん

の術中診断（ALA-PDD）や治療(ALA-PDT)のいずれにも応用可能であることから、

新世代の光線力学的療法として大きな期待が寄せられている。我々は ALA-PDT

のさらなる有用性の向上のためALA-PDT効果増強作用を有する低分子化合物の

探索研究を行ってきた。本研究ではシッフ塩基化合物 TX-816 のヒトがん細胞

を用いた ALA-PDT における効果増強作用を検討した。【結果および考察】ヒト

胃がんMKN-45細胞に対して種々の濃度のTX-816と ALAの４時間の同時処理後

に LED 照射装置（630 nm）による、５分間の PDT を行った結果、MKN-45 細胞の

PDT 感受性は 3-4 倍上昇した。MKN-45 細胞を用いたイソボログラム解析では 

TX-816 は ALA-PDT において相乗効果を示すことが確認された。さらに、TX-816

は MKN-45 細胞より樹立した ALA-PDT 耐性細胞の感受性を部分的に回復させた

ことから、ALA-PDT 効果増強剤の有用なリード化合物となることが期待される。 


